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令 和 ３ 年 度令

行
う
こ
と
で
、
国
や
事
業
者
に

対
し
て
も
強
い
意
思
を
示
す
取

組
が
必
要
と
考
え
る
。
市
の
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

本
市
は
神
奈
川
プ
ラ
ご

み
ゼ
ロ
宣
言
に
賛
同
し
、
プ
ラ

ご
み
削
減
の
取
組
を
進
め
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
ゴ
ミ
ゼ
ロ
ク
リ

ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
拾
い
、
環
境

質
問

働
く
環
境
が
よ
く
な
る

こ
と
で
、
様
々
な
障
が
い
が
あ

る
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

上
が
っ
て
く
る
と
思
う
。
そ
の

た
め
に
は
、
雇
用
の
仕
方
や
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
今
後
の
市
の
在
り

方
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

障
が
い
者
を
対
象
と
し

た
職
員
採
用
試
験
を
積
極
的
に

行
い
、
数
年
前
よ
り
も
回
数
を

多
く
実
施
し
て
い
る
。
採
用
人

数
は
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
る

が
、
法
定
雇
用
率
の
数
字
面
だ

け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
多
く
の
障

が
い
者
を
受
け
入
れ
て
一
緒
に

仕
事
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
障
が

い
者
の
採
用
を
、
正
職
員
を
含

め
て
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

フ
ェ
ア
で
の
パ
ネ
ル
展
示
に
よ

る
現
状
の
周
知
や
、
ご
み
Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｓ
で
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
に
関
す
る
啓
発
を
行
っ
て

い
る
。

使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

削
減
に
つ
な
が
る
マ
イ
バ
ッ
グ

の
推
進
と
し
て
、
ロ
ー
ソ
ン
や

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
と
協
定

を
結
び
、
市
内
の
ロ
ー
ソ
ン
な

ど
で
エ
コ
バ
ッ
グ
を
販
売
し
て

い
る
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
と
し
て
、
セ
ブ
ン-

イ
レ

ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
協
定
を
結

び
、
市
内
の
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ

ン
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
機

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
再
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
化
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
マ
イ
ボ
ト
ル
推
進
の

観
点
か
ら
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、
事
業

者
と
連
携
し
た
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ

に
つ
な
が
る
取
組
を
行
っ
て
い

く
。

入
れ
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け

た
地
球
温
暖
化
対
策
全
体
の
施

策
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
の
取
組

事
業
者
と
の
連
携
を

質
問

気
候
非
常
事
態
宣
言
に

よ
り
、
実
行
性
の
あ
る
環
境
対

策
を
進
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、

プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
と
一
体
で

て
、
市
職
員
が
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
一
緒
に
働
く

上
で
安
心
で
き
る
環
境
づ
く
り

が
大
事
だ
と
考
え
る
。
市
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁

障
が
い
者
へ
の
様
々
な

合
理
的
配
慮
と
と
も
に
、
職
場

で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。
昨
年
10
月
に
障

が
い
者
へ
の
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ

ー
制
度
を
導
入
し
、
各
課
で
基

本
的
に
管
理
職
の
１
名
を
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
選
出
し
て
い
る
。

障
が
い
の
あ
る
方
が
配
属
さ
れ

た
場
合
に
は
、
悩
み
事
が
あ
っ

た
際
に
サ
ポ
ー
タ
ー
が
相
談
に

乗
る
な
ど
寄
り
添
っ
た
形
で
、

障
が
い
者
が
安
心
し
て
仕
事
が

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

新
た
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
３

年
度
に
設
け
る
予
定
で
あ
り
、

今
後
も
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫

し
普
及
に
向
け
て
取
り
組
む
。

質
問

ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅

や
再
エ
ネ
１
０
０
％
電
力
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
手
法
を
活
用
し
な
け

れ
ば
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
は
実
現
で

き
な
い
と
思
う
が
、
市
の
見
解

を
聞
き
た
い
。

答
弁

地
球
温
暖
化
対
策
は
市

の
独
自
性
を
生
か
す
中
で
、
国

や
県
の
制
度
や
方
針
を
踏
ま
え
、

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
も
、
そ
れ
ら
を
注
視
し
な

が
ら
、
特
定
財
源
等
も
視
野
に

た
取
組
が
重
要
と
考
え
る
が
、

今
後
の
展
望
を
聞
き
た
い
。

答
弁

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
一
般
家
庭
へ
の
補
助
制
度
を

創
設
し
太
陽
光
発
電
の
普
及
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
北
部
環

境
事
業
所
の
ご
み
焼
却
熱
で
発

電
し
た
電
力
を
市
内
公
共
施
設

で
活
用
し
て
お
り
、
令
和
５
年

度
に
新
２
号
炉
が
稼
働
す
る
こ

と
か
ら
、
さ
ら
な
る
拡
大
を
予

定
し
て
い
る
。
ほ
か
に
電
気
自

動
車
の
普
及
と
し
て
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い

る
個
人
及
び
事
業
者
を
対
象
に
、

度
よ
り
も
増
え
て
い
る
た
め
、

身
近
な
相
談
場
所
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問

安
全
・
安
心
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
、
活
動
状
況
と

今
後
の
展
開
を
聞
き
た
い
。

答
弁

現
在
、
鵠
沼
・
片
瀬
・

村
岡
・
御
所
見
・
長
後
・
湘
南

台
の
６
地
区
に
設
置
し
て
お
り
、

登
下
校
時
の
見
守
り
や
パ
ト
ロ

ー
ル
の
集
合
場
所
な
ど
、
防
犯

活
動
の
拠
点
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。
令
和
３
年
度
か
ら
藤

沢
東
部
地
区
に
も
新
設
予
定
で

あ
り
、
今
後
、
未
設
置
地
区
か

ら
要
望
が
あ
る
場
合
に
は
、
活

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
活
動
を
停
止
し
た
地

域
の
縁
側
事
業
が
多
い
よ
う
に

思
う
が
、
市
の
見
解
を
聞
き
た

い
。

答
弁

地
域
の
縁
側
は
利
用
者

の
７
割
が
60
歳
以
上
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発

令
に
伴
い
、
対
面
で
は
な
い
電

話
等
に
よ
る
相
談
事
業
を
除
き
、

実
施
の
見
合
わ
せ
を
市
か
ら
事

業
者
に
お
願
い
し
て
い
る
。
宣

言
外
の
時
期
は
新
し
い
生
活
様

式
を
踏
ま
え
た
上
で
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
市
な
ど
へ

の
取
次
ぎ
の
相
談
件
数
は
昨
年

動
内
容
や
設
置
場
所
、
補
助
内

容
等
を
、
希
望
団
体
と
市
民
セ

ン
タ
ー
・
公
民
館
、
防
犯
担
当

部
局
と
調
整
し
進
め
て
い
く
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現

様
々
な
手
法
の
活
用
を

質
問

２
０
５
０
年
ま
で
に
二

酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
と
す

る
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
し

客
に
大
き
な
可
能
性
を
持
つ
と

思
う
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

農
業
・
収
穫
体
験
、
景

観
散
策
な
ど
は
、
観
光
と
の
親

和
性
が
高
い
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
が
、
国
は
課
題
と
し
て
、

環
境
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と

を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

何
よ
り
も
地
域
住
民
の
理
解
が

肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
コ
ロ

ナ
禍
も
踏
ま
え
、
観
光
客
の
ニ

ー
ズ
や
地
元
の
受
入
れ
環
境
、

機
運
の
高
ま
り
な
ど
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

今
後
、
関
係
者
や
関
係
部
門
と

連
携
し
研
究
し
て
い
く
。

職
員
の
障
が
い
者
雇
用

安
心
で
き
る
環
境
を

質
問

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い

が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

平
成
15
年
の
江
の
島
頂

上
再
整
備
に
よ
り
夏
中
心
の
観

光
ス
タ
イ
ル
を
改
め
、
シ
ー
キ

ャ
ン
ド
ル
等
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
通

年
型
の
誘
客
を
図
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
観
光
客
が
少
な
い
時

期
も
散
見
さ
れ
る
た
め
、
サ
ム

エ
ル
・
コ
ッ
キ
ン
グ
苑
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
整
備
な
ど
を
契
機
に
、

よ
り
幅
広
い
時
期
に
多
く
の
方

に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

質
問

本
市
は
海
だ
け
で
な
く
、

三
大
谷
戸
な
ど
、
川
や
森
の
自

然
も
多
く
見
ら
れ
る
。
北
部
地

域
の
活
性
化
や
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
（
※
）
の
推
進
も
誘

質
問

江
の
島
サ
ム
エ
ル
・
コ

ッ
キ
ン
グ
苑
の
来
場
者
は
年
間

80
万
人
で
あ
る
が
、
時
期
に
よ

り
人
出
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
と

感
じ
る
。
年
間
を
通
し
た
誘
客

関係者と連携し研究する

観光誘客に大きな可能性

グリーン・ツーリズム

（※）グリーン・ツーリズム…農山漁村地域において自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動。

ペットボトル回収機を活用し、リサイクルの推進に努める

令和３年度一般会計及び８特別
会計予算（総額２，７７７億８，１９ 
９万２千円）並びに議案第８５号

「藤沢市職員定数条例の一部改正
について」ほか２議案、計１２議
案は、３月４日に設置された予算
等特別委員会において９日間にわ
たり審査が行われました。

その結果、３月１９日の本会議
で全て可決されました。

ここでは、予算等特別委員会
の審査の概要をお知らせします。

令和３年度予算等特別委員会委員
委員長 友田　宗也 副委員長 山口　政哉

委　員 味村耕太郎 委　員 佐賀　和樹

　〃　 安藤　好幸 　〃　 神尾　江里

　〃　 栗原　貴司 　〃　 甘粕　和彦

　〃　 佐野　　洋 　〃　 平川　和美

4 月に新設の藤沢東部地区の安全・安心ステーション

集められて手作業で仕分けられるプラスチック製容器包装

安
全
・
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

登
下
校
時
等
の
防
犯
活
動
の
拠
点
に

令
和
３
年
度
か
ら
藤
沢
東
部
地
区
に
新
設

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
等
に
同
意

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

藤
沢
市
教
育
委
員
会
委
員

の
１
人
が
、
令
和
３
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
委
員
を
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
３
年
４
月
１
日
か

ら
７
年
３
月
31
日
ま
で
の
４

年
間
。

・
飯
盛
義
徳
氏
（
新
任
、
横

浜
市
在
住
）

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
藤
沢
市
監
査
委
員
の
１
人

が
、
令
和
３
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
委
員
を
選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
３
年
４
月
１
日
か

ら
７
年
３
月
31
日
ま
で
の
４

年
間
。

・
石
田
晴
美
氏
（
新
任
、
藤

沢
市
在
住
）

○
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
委
嘱
に

つ
い
て

藤
沢
市
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の

１
人
が
令
和
２
年
11
月
30
日

を
も
っ
て
退
任
し
た
こ
と
に

伴
い
、
後
任
を
委
嘱
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
。

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

任
期
は
３
年
４
月
１
日
か

ら
６
年
３
月
31
日
ま
で
の
３

年
間
。

・
齋
藤
美
幸
氏
（
新
任
、
茅

ケ
崎
市
在
住
）

議
員
全
員
協
議
会
は
、
１

月
29
日
に
開
催
さ
れ
、
市
政

運
営
の
総
合
指
針
２
０
２
０

の
改
定
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
こ
れ
に
対
し
、
質
疑
を

行
っ
た
。

〈
市
の
説
明
〉

今
回
の
改
定
に
当
た
り
、

幅
広
く
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
、
２
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
や
市
民
意
識
調
査
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
高
校
生

へ
の
意
見
募
集
を
行
っ
た
ほ

か
、
13
地
区
の
郷
土
づ
く
り

推
進
会
議
や
関
係
団
体
と
の

会
議
な
ど
で
意
見
交
換
や
ア

ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
意
見
を

課
題
に
も
着
実
に
対
応
し
、

さ
ら
に
20
年
後
を
見
据
え
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ

の
転
換
を
進
め
る
た
め
、
本

指
針
を
基
礎
と
し
て
、
重
点

施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い

く
。今

後
の
取
組
予
定
と
し
て
、

（
仮
称
）
藤
沢
市
市
政
運
営

の
総
合
指
針
２
０
２
４（
案
）

の
基
本
方
針
部
分
は
、
令
和

３
年
２
月
定
例
会
で
議
案
と

し
て
提
出
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
地
方
創
生
推
進

交
付
金
の
活
用
を
図
る
た
め
、

新
た
な
総
合
指
針
と
整
合
を

図
っ
た
地
方
版
総
合
戦
略（
藤

沢
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
）
の
改
定
を

行
う
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
の
た
め
の
方
針
策
定
を

進
め
て
い
く
。

伺
っ
て
き
た
。

ま
た
、
庁
内
で
は
13
回
の
改

定
委
員
会
を
開
催
し
、
各
委
員

会
の
間
に
は
各
部
の
部
内
会
議

や
課
内
会
議
等
で
検
討
を
進
め
、

改
定
案
を
取
り
ま
と
め
て
き
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
こ
と
で
、

市
民
生
活
や
地
域
経
済
に
も
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

本
市
の
財
政
運
営
も
複
数
年
に

わ
た
り
厳
し
い
状
況
が
続
く
と

考
え
る
。

直
近
の
４
年
間
は
感
染
症
対

策
を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い

く
が
、
同
時
に
、
２
０
２
５
年

問
題
を
は
じ
め
と
す
る
喫
緊
の

議
員
全
員
協
議
会
を
開
催

議
員
全
員
協
議
会
を
開
催

市
政
運
営
の
総
合
指
針
２
０
２
０
の

改
定
に
つ
い
て
報
告

⑵


